PBS Professionalインストールマニュアル
2018/10/25　田原寛文

複数の大型cluster計算機を管理するためのジョブキューイングシステムを構築する。ジョブキューイングシステムおよびジョブスケジューラとしてPBS Professionalを導入する。

fep.cms.net（サーバノード）
· pbspro-serverをインストールする

date01.cms.net他（計算ノード）
· pbspro_executionをインストールする
· 各クラスターのヘッドノードは計算ノードに含めない

【導入手順・サーバノード編】
1 計算機の初期設定を行う
CentOS7をインストールする。インストール方法については、「CentOS7アップグレードマニュアル」を参照すること。

2 pbspro-serverのインストール
1. パッケージのダウンロード
CentOS7用のPBSproパッケージを公式サイト（https://www.pbspro.org/）よりダウンロードする。ダウンロードしたフォルダを解凍し、pbspro-server-18.1.2-0.x86_64.rpmをサーバノード（fep.cms.net）にコピーする。
2. インストール
yumコマンドを用いてpbspro- serverをインストールする。
[root@fep ~]$  yum  localinstall  pbspro-server-18.1.2-0.x86_64.rpm
3. /var/spool/pbs/pbs_environmentの設定
/var/spool/pbs/pbs_environmentにタイムゾーンを記す。
[root@fep ~]$  vi  /var/spool/pbs/pbs_environment
PATH=/bin:/usr/bin
TZ=Asia/Tokyo

3 PBSproの起動
PBSproを起動する。また、計算機が起動した際に自動的に起動するよう設定する。
[root@fep ~]$  systemctl start pbs
[root@fep ~]$  systemctl enable pbs


【導入手順・計算ノード編】
1 計算機の初期設定を行う
1. CentOS7のインストールもしくはアップグレード
CentOS7をインストールする。インストール方法については、「CentOS7アップグレードマニュアル」を参照すること。
2. NFSを無効化する
PBSproのインストールのために /optのNFSを無効化する必要がある。ヘッドノードの/etc/exportsを編集した後、クラスター内のすべての計算機を再起動する。
[root@date00 ~]$  vi  /etc/exports
/home      	*.cms.net(rw,sync)
/opt            	*.cms.net(rw,sync)  ←この一文を消去する
/usr/local      	*.cms.net(rw,sync)

<確認>
[bookmark: _GoBack]/optがヘッドノードとそれ以外で異なることを確認する。

2 pbspro-executionのインストール
ヘッドノードも含めた全ノードにpbspro-executionをインストールする。
1. パッケージのダウンロード
CentOS7用のPBSproパッケージを公式サイト（https://www.pbspro.org/）よりダウンロードする。ダウンロードしたフォルダを解凍し、pbspro-execution-18.1.2-0.x86_64.rpmを各計算ノード(ex:date00,date01…)にコピーする。
2. インストール
yumコマンドを用いてpbspro-executionをインストールする。
[root@date00 ~]$  yum  localinstall  pbspro-execution-18.1.2-0.x86_64.rpm
3. /etc/pbs.confの設定
/etc/pbs.confにpbspro-server が導入されているサーバのホスト名を記す。
[root@date00 ~]$  vi  /etc/pbs.conf
PBS_EXEC=/opt/pbs
PBS_SERVER=fep.cms.net
PBS_START_SERVER=0
PBS_START_SCHED=0
PBS_START_COMM=0
PBS_START_MOM=1
PBS_HOME=/var/spool/pbs
PBS_CORE_LIMIT=unlimited
PBS_SCP=/bin/scp
4. /var/spool/pbs/pbs_environmentの設定
/var/spool/pbs/pbs_environmentにタイムゾーンを記す。
[root@date00 ~]$  vi  /var/spool/pbs/pbs_environment
PATH=/bin:/usr/bin
TZ=Asia/Tokyo
5. /var/spool/pbs/mom_priv/configの設定
/var/spool/pbs/mom_priv/configにpbspro-server が導入されているサーバのホスト名を記す。
[root@date00 ~]$  vi  /var/spool/pbs/mom_priv/config
$clienthost fep.cms.net

3 PBSproの起動
1. PBSproを起動する。また、計算機が起動した際に自動的に起動するよう設定する。
[root@date00 ~]$  systemctl start pbs
[root@date00 ~]$  systemctl enable pbs
2. NFSを有効化する
/etc/exportsを編集した後、クラスター内のすべての計算機を再起動する。
[root@date00 ~]$  vi  /etc/exports
/home      	*.cms.net(rw,sync)
/opt            	*.cms.net(rw,sync)  ←この一文を追加する。
/usr/local      	*.cms.net(rw,sync)

再起動後、NFSが効いていることを確認する。
[root@date00 ~]$  mount  -a

4 PBSproの設定
ここから先は、サーバノード側（fep.cms.net）で作業を行う。PBSproの設定は、基本的にqmgrを起動して行う。
1. 追加したクラスターからrshできるように、/etc/hosts.equivを設定する。
[root@fep ~]$  vi  /etc/hosts.equiv
localhost
date00
date01
…
2. pbspro-serverに計算ノードを登録する。基本的に、ヘッドノード(ex:date00)は登録しない。
[root@fep ~]$  qmgr
Qmgr:  create  node  date01
…
3. 計算ノードの利用できるCPU数とパーテイション情報を設定する。
[root@fep ~]$  qmgr
Qmgr:  set  node  date01  resources_available.ncpus = 16
Qmgr:  set  node  date01  partition = date
…
4. クラスター用の実行キューを作成する。ここで、[o:PBS_ALL=]の値はクラスターのノード数×1ノードあたりのコア数に設定する。
[root@fep ~]$  qmgr
Qmgr:  create  queue  work_date
Qmgr:  set queue work_date queue_type = Execution
Qmgr:  set queue work_date max_queued_res.ncpus = [o:PBS_ALL=288]
Qmgr:  set queue work_date enabled = True
Qmgr:  set queue work_date started = True
Qmgr:  set queue work_date partition = date
5. ルートキューに先ほど作ったキューを登録する。
[root@fep ~]$  qmgr
Qmgr:  set queue route route_destinations += work_date
6. スケジューラに追加したクラスターのパーテイション情報を登録する。
[root@fep ~]$  qmgr
Qmgr:  set sched test partition += date
